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第
二
十
七
回
総
会
開
催 

第第第
二二二
十十十
七七七
期期期   

役役役
員員員･･･

予予予

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
十
七
回
総
会
が
七
月

井
県
職
員
会
館
で
行
わ
れ
、
四
十
名

得
て
、
新
役
員
・
新
予
算
な
ど
の
議

員
に
よ
る
今
期
の
活
動
報
告
が
表
明

は
、
野
嶋
慎
二
幹
事
長
か
ら
の
挨
拶

清
総
務
に
よ
る
新
入
会
員
紹
介
及
び

告
、
野
嶋
慎
二
幹
事
長
に
よ
る
第
二

の
後
、
議
事
に
移
っ
た
。 

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
主
な
議
決

新
役
員
案
が
原
案
通
り
議
決
、
予
算

案
通
り
議
決
さ
れ
た
。 

議
決
後
、
酒
井
俊
雄
新
幹
事
長
か

続
き
、
各
幹
事
か
ら
活
動
方
針
が
示

動
に
期
待
が
も
て
る
も
の
と
な

の
活
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算算算
案案案
議議議    

十
五
日
（
土
）
福

を
超
え
る
出
席
を

決
の
ほ
か
、
新
役

さ
れ
た
。
総
会
で

が
あ
り
、
伊
戸
康

会
員
等
移
動
報

十
六
期
活
動
報
告

事
項
と
し
て
は
、

案
に
つ
い
て
も
原

ら
の
決
意
表
明
に

さ
れ
、
二
十
七
期

っ
た
。 

そ
の
後
会
場
を

し
、
懇
親
会
が
開

れ
た
。
菅
原
桂
一

氏

の

司

会

で

々
な
人
た
ち
か

の
ス
ピ
ー
チ
や
、

入
会
員
た
ち
の

己
紹
介
を
交
え

が
ら
会
員
相
互

交
流
が
深
め
ら

た
。 
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二
十
七
期
役
員
（
敬
称
略
）
○
は
新
任
役
員 

任
期 

平
成
十
八
年
七
月
〜
平
成
十
九
年
七
月
） 

長 
 
 
 
 

 

児
玉 

忠 
 
 

県
土
木
部 

会

 
 
 
 

 
 

加
藤 

哲
男 
 

名
古
屋
産
業
大
学 

長
〃 

 
 
 
 
 

 

堂
本 

博
滋 

 
(

有)

総
合
環
境
設
計
事
務
所 

事 

長 
 
 
 

 

○
酒
井 

俊
雄 

 

県
武
生
土
木
事
務
所 

幹
事
長

 

   

）
○
三
田
村 

佳
紀  

県
河
川
課 

（
広
報
）
○
川
本 

義
海 

福
井
大
学
工
学
部 

（
研
修
会

 
 
 
 

 

事 

総
務
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伊
戸 

康
清 

 

県
土
木
部 

 
 

  

財
務
） 

 
  

平

勝
治 

 

県
武
生
土
木
事
務
所 

   

井 

機
関
誌
） 

 
   

林 
  

快
宗 

 

中
央
測
量
設
計 

ー
ム
ペ
ー
ジ

○
木
村 

晃
規 

 

県
福
井
土
木
事
務
所

) 
 

談
話
会
） 

   

○
松
井 

達
也 

 

県
大
野
土
木
事
務
所 

科
会
幹

 事

交
通
） 

 
 

   

三
寺 

潤 
 
 

(

財)

地
域
環
境
研
究

 所

地
域

 
   

沢
崎 

幸
夫 

 

県
福
井
土
木
事
務
所 

交
流
）

緑
） 

 
 
 

  

道

英
一 

 

県
港
湾
空
港
課

 

久 
 

地
盤
） 

 
 

 
 

林 
  

快
宗 

 

中
央
測
量
設
計 

地
象
） 

 
 
 

橋
本 

栄
治 

 

県
土
木
管
理
課 

 

都
市
美
） 

 
 

白
井 

秀
和 

 

福
井
大
学
工
学
部 

 

ま
ち
づ
く
り
） 

 

佐
々
木 

義
明 

(

株)

サ
ン
ワ
コ
ン 

援
幹
事

 
 
 

 

○
金
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晃
大 

 

福
井
大
学
大
学
院 

  
 
 

 

○
朝
倉 

卓
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福
井
大
学
大
学
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○
阪
本 

一
真 

 

福
井
大
学
大
学
院 

 
 
 
 
 

○
田
中 

雅
之 

 

福
井
大
学
大
学
院

 
 

 
 
 
 
 

○
松
本 

 
 

福
井
大
学
大
学
院 

 

拓
朗

 
 
 
 
 

 
 
 

揚 

○
楊

査 
 
 
 
 

   

稲
葉 
隆
夫 

 

県
都
市
計
画
課 

問 
 
 
 
 

   

富
田 

伊
太
郎 

 
 
 
 
 
 

   

本
多 

義
明 

 

福
井
大
学 

第
二
十
七
期
予
算
報
告
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜 

平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
） 

第
二
十
六
期
決
算
報
告
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
〜 

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
） 

収入の部
費　　目

目 節
会 費 2,384,000 1,979,000 △405,000

正 会 員 1,893,000 1,572,000 △321,000 延べ131人
学 生 会 員 30,000 39,000 9,000 延べ13人
会 友 261,000 168,000 △93,000 延べ56人
中 間 報 告 会 100,000 100,000 0
総 会 100,000 100,000 0

繰 入 金 137,317 167,819 30,502
第 24 期 繰 越 金 137,317 167,819 30,502

預 金 利 子 83 81 △2
預 金 利 子 83 81 △2

雑 入 0 0 0
雑 入 0 0 0
計 2,521,400 2,146,900 △374,500

支出の部
費　　目

目 節
事 業 費 1,560,000 1,360,000 △200,000

分科会活動助成金 560,000 560,000 0 ７分科会×８万円
談 話 会 助 成 金 150,000 100,000 △50,000
研 修 会 助 成 金 500,000 400,000 △100,000
機 関 誌 印 刷 費 350,000 300,000 △50,000

会 議 費 400,000 360,000 △40,000
中 間 報 告 会 費 160,000 160,000 0
総 会 費 200,000 200,000 0
幹 事 会 費 40,000 0 △40,000

事 務 費 235,000 205,000 △30,000
会 議 室 管 理 費 30,000 30,000 0
通 信 連 絡 費 150,000 120,000 △30,000
旅 費 50,000 50,000 0
雑 費 5,000 5,000 0

予 備 費 26,400 21,900 △4,500
予 備 費 26,400 21,900 △4,500

積 立 金 300,000 200,000 △100,000
積 立 金 300,000 200,000 △100,000

計 2,521,400 2,146,900 △374,500

備　　考前年度予算 予　算 増　減

前年度予算 予　算 増　減 備　　考

収入の部
費 　目 決　算

目 節 （Ａ）

会 費 2,384,000 1,773,500 △610,500
正 会 員 1,893,000 1,414,000 △479,000 延べ127人
学 生 会 員 30,000 33,000 3,000 延べ10人
会 友 261,000 169,500 △91,500 延べ55人
中 間 報 告 会 100,000 70,000 △30,000
総 会 100,000 87,000 △13,000

繰 入 金 137,317 137,317 0
第 24 期 繰 越 金 137,317 137,317 0

預 金 利 子 83 2 △81
預 金 利 子 83 2 △81

雑 入 0 0 0
雑 入 0 0 0
計 2,521,400 1,910,819 △610,581

支出の部
費 　目 決　算

目 節 （Ｂ）

事 業 費 1,560,000 1,047,966 △512,034
分科会活動助成金 560,000 360,000 △200,000
談 話 会 助 成 金 150,000 65,991 △84,009
研 修 会 助 成 金 500,000 365,775 △134,225
機 関 誌 印 刷 費 350,000 256,200 △93,800

0

会 議 費 400,000 293,448 △106,552
中 間 報 告 会 費 160,000 127,745 △32,255
総 会 費 200,000 165,703 △34,297
幹 事 会 費 40,000 0 △40,000

事 務 費 235,000 101,586 △133,414
会 議 室 管 理 費 30,000 30,000 0
通 信 連 絡 費 150,000 69,936 △80,064
旅 費 50,000 1,650 △48,350
雑 費 5,000 0 △5,000

予 備 費 26,400 0 △26,400
予 備 費 26,400 0 △26,400

積 立 金 300,000 300,000 0
積 立 金 300,000 300,000 0

計 2,521,400 1,743,000 △778,400

備　　考

予　算 増　減 備　　考

予　算 増　減



 
【
地
象
分
科
会
】 

 
 
 
 

発
表
者 

梅

討
論
者 

安

 

「
越
前
海
岸
に
お
け
る
特
異
地
形
と
地

東
海
地
震
の
発
生
に
備
え
た
研
究
や
防
災

て
お
り
、
近
年
、
津
波
被
害
に
備
え
る
取
り

し
か
し
、
津
波
被
害
は
太
平
洋
側
に
限
ら
ず

て
お
り
、
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

日
本
海
で
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
越

よ
う
な
被
害
を
も
た
ら
す
の
か
。
ま
た
、
沿

れ
た
過
程
や
、
地
震
被
害
へ
の
関
連 

             

☆

 

《正

 

ＪＲ山梨駅東口駅前広場 ＪＲ山梨駅前の武田

記念シンポジウムの模様 

懇親会の様子 

な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い

る
。 

《
退
会

 》

正
会
員 

 

滝
波 

栄
治 

 

会
友

 
 
 
 
 

大
井 

麻
里
子 

 
 
 

山
納 

武
彦 

 
 
 
 
 

山
田 

純
一 

生
会
員 

田 
 

偉
利 

異
動
》 

学
生
会

会

 
 
 

三
村 

泰
広 
員
↓
正

員
） 

小
塚 
み
す
ず 

三
寺 
潤 

中
村 

健
志 

 

学 
 
 

杉
田 

鉄
平 

生
会
員
↓
会
友
） 

 
 
 

 

第 26期分科会報告会の模様 

【
分
科
会
報
告
会
】 

 総
会
に
先
立
ち
、
第
二
十
六
期
の
分
科
会
活
動
の
報
告

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
四
分
科
会
か
ら
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
た
。
福
井
豪
雨
や
地
方
鉄
道
な
ど
今
後
、
福
井
の
み
な
ら
ず

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ら

し
い
報
告
が
行
わ
れ
た
。
以
下
に
簡
単
な
研
究
の
要
旨
と
議
論

さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。 

 【
地
盤
分
科
会
】 

 
 
 

発
表
者 

林 

快
宗 

 氏

討
論
者 
今
度 

充
之 

氏 
 

「
地
域
事
情
に
合
わ
せ
た
災
害
体
制
の
考
察 

―
自
助
の
ス
ス
メ
ー
」 

近
年
、
全
国
各
地
で
従
来
の
考
え
方
で
は
想
像
も
つ
か
な
い

よ
う
な
大
雨
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
に
お

け
る
整
備
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
面
で
の
見
直
し
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
福
井
市
の
ハ
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に
自

助
活
動
を
中
心
と
し
た
非
難
計
画
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
検

て
い
る
。 

討
し

 【
交
通
分
科
会
】 

 
 
 

発
表
者 

小
塚 

み
す
ず 

氏 

討
論
者 

酒
井 

俊
雄 

氏 
 

「
地
方
鉄
道
の
価
値
に
関
す
る
研
究
」 

地
方
都
市
に
お
け
る
鉄
道
の
経
営
状
態
は
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
将
来
的
に
地
域
が
抱
え
る
問
題
に
対

し
、
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
全
国
に
存
在
す
る

地
方
鉄
道
を
確
認
し
、
ま
ち
づ
く
り
、
交
流
、
文
化
を
全
国
の

情
報
を
共
有
し
、
見
解
を
ま
と
め
た
う
え
で
今
後
の
地
方
鉄
道

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
研
究
を
行
う
。 

 【
緑
分
科
会
】 

 
 
 
 

発
表
者 

道
久 

英
一 

氏 

討
論
者 

小
林 

孝
彰 

氏 
 

「
眺
望
景
観
分
析
に
よ
る
広
域
的
景
観
手
法 

に
関
す
る
調
査
研
究
（
そ
の
２
）
」 

 

前
期
よ
り
、
眺
望
景
観
分
析
に
よ
る
調
査
研
究
を
テ
ー
マ

と
し
、
分
析
を
行
っ
た
。
今
期
以
降
は
、
福
井
新
景
の
発
見
に

繋
が
る
よ
う
な
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
選
定
、
評
価
に
つ
い
て
ま

ち
づ
く
り
へ
の
活
用
を
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
共
有
で
き
る
価

値
観
に
つ
い
て
、
研
究
を
行
っ
て
い
る
。 
学

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 
学

 
《（

 
 
（

 
  
田 

祐
一 

氏 

本 

倫
章 

氏 

震
被
害
と
の
関
連
」 

対
策
が
注
目
を
浴
び
て
き

組
み
が
急
が
れ
て
い
る
。

、
日
本
海
側
で
も
発
生
し

る
。 

前
海
岸
沿
岸
地
域
に
ど
の

岸
の
特
異
地
形
が
形
成
さ

入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆ 

入
会
》 

会
員 

 

小
林 

孝
彰 

生
会
員

 
 
 

金
丸 

晃
大 

 

朝
倉 

卓
也 

 
 
 

阪

 

一
真 

本

 
 
 

周 
 

美
華 

 
 
 

田

 

雅
之 

中

 
 
 

林 
 

孝
宣 

 
 
 

前
田 

英
輝 

 
 
 

松

 
 

本

拓
朗

 
 
 

楊 
 

楊 

 

【

 

職日山域ら多Ｐた市りした立たづ覧

 

山
梨
大
学
の
花
岡
先
生
退
職
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
】 

山
梨
大
学
工
学
部
の
花
岡
利
幸
教
授
が
こ
の
三
月
に
定
年
退

さ
れ
、
そ
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
記
念
祝
賀
会
が
九
月
三
十

に
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
花
岡
先
生
は
昭
和
四
五
年
に

梨
地
域
計
画
研
究
会
（
Ｙ
Ｒ
Ｐ
）
を
立
ち
上
げ
、
産
官
学
で
地

づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
と
も
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か

、
加
藤
副
会
長
と
酒
井
幹
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

く
の
方
の
出
席
が
あ
り
、
祝
賀
会
の
後
の
三
次
会
で
は
、
Ｙ
Ｒ

の
メ
ン
バ
ー
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

、
山
梨
大
学
の
西
井
和
夫
先
生
は
小
学
生
の
と
き
二
年
間
福
井

の
順
化
小
学
校
に
通
い
、
三
八
豪
雪
に
あ
っ
た
な
ど
の
話
も
あ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
の
出
会
い
を
新
た
な
縁
と

て
、
今
後
と
も
交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

。
な
お
、
花
岡
先
生
は
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
甲
府
市
内
に
設

し
、
引
き
続
き
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

、
退
職
記
念
と
し
て
「[

地
域
計
画]

実
践
・
地
方
都
市
の
ま
ち

く
り
」
が
技
法
堂
出
版
か
ら
発
刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

く
だ
さ
い
。 

信玄像 



  

【
 

第た

  
 

 
 

 
 

 
 

 

ま

 

懇だ

  

【

 

第で

  
  

期十県備りいい

中
間
報
告
会
開
催
の
ご
案
内
】 

二
十
七
期
中
間
報
告
会
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

平
成
十
九
年
二
月
八
日
（
木
） 

日
時

…

 
 
 
 
 

十
八
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 

 

場
所 

… 

福
井
県
民
会
館 

三
〇
五
・
三
〇
六
号
室 

 

各
分
科
会
は
、
一
月
末
ま
で
に
総
務
担
当
幹
事

で
発
表
資
料
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
中
間
報
告
会
の
後
、
十
九
時
半
頃
か
ら

親
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

さ
い
。 

談
話
会
の
ご
案
内
】 

六
十
八
回
談
話
会
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
の

、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

日
時 

… 

一
月
下
旬 

 

場
所 

… 

福
井
県
職
員
会
館 

今
回
は
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
十
六

国
内
研
修
の
報
告
会
を
行
い
ま
す
。
昨
年
平
成

七
年
十
一
月
四
〜
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
、
高
知

で
の
視
察
内
容
（
路
面
電
車
・
高
知
駅
周
辺
整

計
画
・
市
街
地
活
性
化
等
）
の
詳
細
報
告
と
な

ま
す
の
で
、
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

ま
た
、
取
り
上
げ
て
欲
し
い
話
題
・
提
供
し
た

話
題
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
幹
事
ま
で
連
絡

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。  

【

 

鉄事架見そし阜のい

   

ま
た
、
昨
年
の
今
頃
は
大
雪
で
し
た
が
、
今
年
は
積
雪
も
な
く
、

暖
冬
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
暖
冬
と
安
心
す
る
に
は
ま

だ
早
く
、
会
員
会
友
の
皆
様
も
、
雪
に
よ
る
自
動
車
の
ス
リ
ッ
プ
、

転
倒
な
ど
に
気
を
つ
け
る
よ
う
、
今
後
の
雪
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

会
員
会
友
の
皆
様
に
お
い
て
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

研
修
会
の
ご
案
内
】 

近
年
、
福
井
で
は
え
ち
ぜ
ん

道
福
武
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
、
北

着
手
な
ど
の
動
き
が
あ
る
一

化
、
福
井
鉄
道
の
赤
字
の
対

直
し
な
ど
の
話
題
も
議
論
さ

こ
で
、
今
回
は
鉄
道
を
テ
ー

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
ど
を
候
補
と
し
て
考
え
て

皆
様
の
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、

ま
す
。 

な
お
、
開
催
時
期
は
２
月
上

鉄
道
の
新
駅
設
置
、
福
井

陸
新
幹
線
の
福
井
駅
部
工

方
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
高

応
、
北
陸
新
幹
線
の
計
画

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
と
し
て
研
修
会
を
開
催

現
在
、
熊
本
、
富
山
、
岐

お
り
ま
す
が
、
会
員
会
友

研
修
会
担
当
ま
で
連
絡
願

旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 

【
第
二
十
七
期 

幹
事
会
開
催
】 
  

第
二
十
七
期
第
一
回
幹
事
会
が
九
月
二
十
五
日
（
月
）
に
、
第

二
回
幹
事
会
が
十
一
月
二
十
一
日
（
火
）
に
（
財
）
地
域
環
境
研

究
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

第
一
回
に
お
い
て
は
二
十
七
期
に
お
け
る
幹
事
会
の
基
本
的
な

運
営
方
針
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
後
に
、
各
分
科
会
の
活
動

報
告
を
行
っ
た
。 

第
二
回
の
幹
事
会
に
お
い
て
は
中
間
発
表
の
日
時
、
談
話
会
の

開
催
日
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
各
分
科
会
の
報
告
と
同
時
に
、
研
修
会
に
つ
い
て
開
催

月
を
い
つ
に
す
る
か
と
言
っ
た
こ
と
や
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
し
詳
細
を
詰
め
て
い
っ
た
。
今
後
、
ど
こ
へ
視
察
に
行
く

の
か
を
テ
ー
マ
よ
り
決
定
し
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
内
で
報
告
を
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。 

  

【
編
集
後
記
】 

  

今
期
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
刊
が
遅
れ
、
そ
の
分
、
内
容

が
盛
り
た
く
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。
談
話
会
、
中
間
報
告
会
、
研

修
会
と
行
事
が
年
明
け
に
集
中
し
ま
す
が
、
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
期
も
福
井
の
ま
ち
づ
く
り
の
話
題

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
記
載
し
て
ほ

し
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
広
報
担
当
ま
で
、
メ
ー
ル
な
ど
で

連
絡
願
い
ま
す
。 


